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１．はじめに
１．１．問題意識の所在
　全国大学生活協同組合連合会は、日本全国の国公立および私立大学の学部学生を対象に、学生生活
実態調査を行っている。その『第53回学生生活実態調査報告』（実施期間：2017年10 ～ 11月）による
と、自宅生の場合、１人当たり月平均支出する「書籍費」は1,340円（前年－110円）、２年連続減少し、
1970年以降、金額、支出に占める構成比（2.1%）ともに最低となった。他方、下宿生の場合、「書籍費」
は1,510円（前年－80円）、金額、支出に占める構成比（1.3%）ともに自宅生同様1970年以降最も低くなっ
た。また、授業時間を除く予習・復習・論文などの勉強時間は１日平均49.6分。１日の読書時間は平均
23.6分（前年－0.8分）と３年連続減少となった。また１日の読書時間が「０」分の割合は53.1%と、前
年から4.0ポイント増加し、５年間で18.6ポイント増となった。このような調査結果に対して、「読書に
対し、スマホの直接的な効果が弱いことは確認できた。」「むしろ、最近の大学生の高校までの読書習慣
が全体的に下がっていることの影響が大きい。」と浜島幸司が指摘している。
１．２．能動的学修によって学生の主体性を引き出す
　一方、2020年の日本教育改革で実施される学習指導要領では、学校教育法第30条第２項に示される、
以下の３点が育成すべき資質・能力である、とされている。１）個別の知識・技能（何を知っているか、
何ができるか）、２）思考力・判断力・表現力（知っていること・できることをどう使うか）、３）学び
に向かう力・人間性（どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか）。これら三つの柱の要素は、
知識として教えられるだけで身に付くものではなく、問題発見・解決を主体的・協働的に行うことによっ
て初めて定着するものだといわれている。
　
１．３．多読・共読を促す基礎ゼミ指導の課題
　以上を踏まえて、筆者は短大教育において、特に学生の「共読」「寛容さ」「生涯学習」という３つの
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キーワードを心がけながら、学生に「活字を読む習慣」を身に付けさせようとしている。基礎ゼミにお
ける「共読」とは、学生同士のみならず、学生と教員、学生と本の著者による共通理解・相互理解を高
める学修過程である。今日の社会は、周りの人間や人工知能（AI）との共生を求められる。また、分
業がより一層進むなか、いろんな人と関わりながら、知識やアイデアを交換し合い、共感をしていくコ
ミュニケーション能力を身につけるために、学生のうちに、体験学習を重ね、EQ（感情指数）とIQ（知
能指数）を同時に向上させる努力が必要である。相手の感情を察知すること、自分の感情を適切に表現
すること、いずれも「寛容さ」を意識的に育むことになる。「寛容さ」とは、自分と異なる意見や考え
をもつ他人に対して、一定の理解を示すことである。心を広くもつことによって、より多く吸収できる
ようになり、視野も広げることができる。また、学ぶという行為は、短大を卒業するとともに止めてし
まうのではなく、むしろ社会人になってから、本格的にスタートすることである。「生涯学習」の準備
段階としても、読書という好みを在学期間中に育んでおく必要がある。
２．研究の目的
　短大一年次の基礎ゼミは、学生に読書に親しんでもらい、読書による語彙力・表現力・思考力・対話
力を向上させるとともに、視野の広い人生観や豊かな人間性を養成する絶好の時期である。筆者は今ま
で各年度において実践してきた内容をより充実させるため、「多読力を高める基礎ゼミ改革案」を提出し、
後、「2018年度新潟青陵大学短期大学部学長教育改革助成金」を受けることになった。以下は実施状況
について、ご報告を申し上げる。
３．研究の方法
３．１．対　象
　本研究の対象は本学人間総合学科の一年生14名（全員女子）である。対象とする授業は筆者が担当す
る2018年度の基礎ゼミ（通年２単位）である。但し、上記した助成金の採択コメントには「基礎ゼミ
ではなく、正課外において実施し、成果発表・報告を具体的に行うこと」と書かれている。そのため、
2018年６月21日に、学生に当指導計画の趣旨および条件について説明を行った。学生は、読書によって
自分をもっと高めることができるという認識の下、「正課外」という条件について理解を示してくれた。
それ以降、通常の基礎ゼミでは教務が決めてくれた日程と内容を熟し、そのほか、「正課外」の時間を
設けて、当指導計画を実施していた。
３．２．実施期間
　実施期間は2018年７月～ 2018年２月である。この期間に、「正課外」の時間に10回の授業を行った。
３．３．指導計画
　本研究における授業の全体指導計画は以下の通りである（表１参照）。10回の授業の指導内容は、導
入編、予読編、本読編、復読編、続読編、永読編と、大きく６つの項目に分かれる。指導方法について、
４つのステップを踏まえている。
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表１　多読力を高める指導計画
４．実施の概要
４．１．<Step 1.> 能動的学修によって松岡正剛著『多読術』を解体し、「読む」という行為の意味に
ついて、深く掘り下げていく。
【第１回目　導入編―対角線を引くって何？】
　「知の巨人」と呼ばれる松岡正剛（以下「セイゴオ先生」）は、多くの著書を出版し、情報文化と情報
技術をつなぐ研究開発に多数携わる。筆者は、エッセイや写真などの資料を用いて、セイゴオ先生との
出会い、日本と東アジアの未来を考える（NARASIA）委員会で学んだ三年間、イシス編集学校で奮闘
した三年間などを学生に紹介した。「出会い」は「気づき」から始まり、そして「対角線を引く」ことによっ
て、それ以降の人生をより豊かにできるという可能性を学生に示した。
【第２回目　予読編①目次を遊ぼう】
　まず、学生は、アンケートの質問に以下のように回答した。
　回答①については、前掲した『第53回学生生活実態調査報告』とはほぼ一致している。したがって、
学生は「読書習慣」を身に付けるためのトレーニングを受ける必要があると断言できる（表２参照）。
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　回答②を見ると、感受性の高い年齢層であるため、学生は論理的思考よりも、共感や娯楽性を求める
傾向が高い（表３参照）。
　回答③で分かるように、人気小説家の作品はよく読まれている。今時の女子大学生の好みを大よそ反
映している。カフカと回答した学生がカバンから文庫本の『変身』を取り出した時、全員を驚かせた（表
４参照）。
　回答④例を見ると、学生の関心事は主に小説であることが浮かび上がる（表５参照）。
　回答⑤例によれば、学生は読書の良さをよく理解している。読書の意欲を引き出すためには、読書の
面白さを実感してもらうために、指導を行う必要性を再確認できた（表６参照）。
　
表２　質問①の回答
表３　質問②の回答
表４　質問③の回答
表５　質問④の回答
表６　質問⑤の回答
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　毎年、『多読術』は本学の入学前教育読書リストに入っている。しかし、読む学生は１名程度。実は、
セイゴオ先生のことを学生は知らない。その上、本のタイトルには、「読」に「多」が書かれているため、
もともと読書習慣のない学生にとっては、これはできるだけ避けたい一冊となる。
　「歴史、哲学、思想、宗教、社会、経済、芸術、文学、言語、心理・・・どうして一人の人間がこれ
ほど他分野の巨人たちに肩を並べられるのか？異常ほど旺盛な知的好奇心。倦まず弛まず励む勇気。国
を憂え民を愛する良心・・・ふっと、「遊心」という二文字が思い浮かんだ。編集工学を解説するには
「あそびごごろ」と訓読したほうがよいが、「ゆうしん」と音読すると、「思いを深く遠く馳せる」になる。
そうだ、私が松丸本舗から頂いたギフトは「翼」なのだ。その翼を広げれば、どこまでも深く、どこま
でも遠くへ飛んでいけるのだ」と筆者は推薦文に書いている。
　基礎ゼミの学生は『多読術』を配られた。難しそうな本を手に取ってみて、誰も表紙をめぐってみよ
うとしなかった。それでは、本を開かずに、一緒に想像してみよう。「あなたが『多読術』を書くなら、
●●に何を入れるか。」学生はクイズ感覚で、正解を求めず、自分の回答を少しずつ言い出すようになっ
た（図１参照）。
【第３回目　予読編②後書きを味わおう】
　学生は『多読術』の「後書き」を音読し、気になるキーワードにマーナ―で色を塗り、「マーキング読書法」
を体験する。１人の学生は一つの段落をじっくり読み上げて、ほかの学生は耳を澄ませながら、目で文
字を追っていく。意外と読める。意外と分かる。というように「共読」を体験する。
【第４回目　本読編①文字遊びをしよう】
　質問⑥の意図は、学生が「宝探し」のようなゲーム感覚で文字にもっと親むことである。見たことの
ない言葉を見つけると、ワクワクして書き留めておく。文章を最初から最後まで読むのではなく、単語
や熟語を探し出すような文字遊びができる。遊びである以上、苦にならずに、楽しくなる（表７参照）。
　質問⑦の趣旨は、「言葉のおもしろさ」に気づいてもらい、「読書は遊び感覚でいいんだ」「全体では
なく部分でも楽しめるんだ」と実感させることである。学生の感想には、「ありそうな表現なのに今ま
で存在しなかった表現ばかり」、「本を読むことを食べるという考えはなかった」などがある。または、「お
酒を沢山飲む人のことを酒豪というように、本を沢山読む人のことを本豪という。何冊まで読んだら本
豪と言えるのか。」という質問も出た（表８参照）。
図１　授業中の板書例
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表７　質問⑥の回答
表８　質問⑦の回答
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【第５回目　本読編②好みの揺れ幅とは？】
　質問８は、学生に「わたしでもできそう」と思わせて、「真似してみよう」という意欲を高めることを狙っ
ている（表９参照）。「本の読み方を真似したい！」「本の内容の捉え方を真似したい！」という回答を
しながら、学生は早く自分好みの本を使って、実践してみようという気持ちになり、「読欲」が沸いて
きた。
【第６回目　復読編①注意のカーソルが指し示すもの】
　多読家であるセイゴオ先生のお言葉に勇気づけられて、学生は書店に足を運び、各自の好みの一冊を
探し始めた。それと同時に、仲間にプレゼントする一冊も決めなければならない。ここで、学生にプレ
ゼンテーション用パワーポイントの雛形を配布した。『多読術』を参考しながら、雛型の７つの質問に
回答する。本の情報を読み取り、著者の意図に共感し、自分の感想をまとめて、ポイントを空欄に記入
しておけば、プレゼン資料ができあがる。まさに雛型を守るという作業を実践した。
【第７回目　復読編②キーブックを見つけた！】
　セイゴオ先生曰く、「本は分からないから読む」。そして、読書は「無知から未知へ」の旅である。「鍵
穴が書物で、鍵を入れるのは読者である。」学生は『多読術』の第六章「キーブック」を音読し、いわ
ゆる「自己反映」の読書について、考える。「本は人生の鏡だ」というが、セイゴオ先生は「本は水た
まりみたいだ」という。それはなぜか。学生は鍵穴である書物に、鍵を入れようとする。
表９　質問⑨の回答
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<Step 3.>各自の好きな本をもう１冊買い、その本の良さをアピールした上、ほかのメンバーにプレ
ゼントする。
【第８回目　続読編①私の個性はこれだ！】
　本を選び基準はさまざまでよい。せっかく指定された「必読書」から解放されたため、この機会で自
分の「好み」を思い出してみよう。さまざまな「好み」が自分の「個性」を作り出してくれている。学
生は「自分のために選んだ」個性的な一冊を手にして、なぜ、どうやって、どんな思いで、この一冊と
出会ったかを語る（表10参照）。「自分はこうやってこの一冊と対角線を引いてる」と学生は気づき、プ
レゼンテーションをしながら、本に対する愛着を感じる。
表10　自分のために選んだ一冊
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【第９回目　続読編②多読・広読・攻読の醍醐味】
　自分のご褒美に本を選ぶこともいいが、仲間のために一冊を選ぶことはもっと楽しい。仲間とは、同
じ基礎ゼミのメンバーで、じゃんけんで勝った人から14冊の中から選ぶというルールの下、「わたしの
仲間」は一体誰になるのかは分からない。そのなんとなく抽象的な「仲間」の好みが読めないため、想
像しながら、その子に喜んでもらえるように書店で悩む。孔子曰く、「己の欲せざるところは人に施す
なかれ。」仲間のための選書はより配慮しなければならないが、相手の笑顔を想像する時に味わった幸
福感は、まさしく「贈与」という行為の醍醐味である（表11参照）。
表11　仲間にプレゼントする一冊
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<Step 4.>もらった本を読んだ感想をみんなと分かち合い、共読ゼミを確実に仕上げる。最後に、30
冊に帯をつけて図書館に展示する。
【第10回目　永読編―多読な私という可能性】
　仲間からプレゼントしてもらった一冊は、自分の「好み」であれば嬉しいが、仮にそうではなくても、
自らの経験を踏まえたうえ、相手の気持ちを丁寧に汲み取り、「引かれた対角線」を手に取る。学生は
２回目のプレゼンテーションを行う。１回目の発表前にパワーポイントの雛型を与えられたが、２回目
のパワーポイントはフリースタイルでいいという指示があった。
　また、１回目の発表で、「みんな頑張っている」という緊張感があったため、２回目は、学生はワン
ランク上の発表を目指した。そして、学生は必ず、「自分が発表している本は何々さんからのプレゼン
トです。何々さん、面白い本を選んでくれてありがとう」とお礼を言う。学び合い、競い合い、高め合
い、助け合う。互いの努力によって、共読ゼミを仕上げることができた。
５．実施の結果と考察
　第10回目の「正課外授業」を実施した後、学生は「わたしの基礎ゼミ　一年間の振り返り」について、
レポートを提出した。求められたのは「400字程度」であったにも関わらず、学生は平均800字前後の文
章を書いた。そのうち、最多1200字を書いた学生もいた。紙幅の関係で、回答例を２つ挙げることにと
どめた。
　学生１の場合、最も学んだことは「本を読むことの大切さ」だという。自分でいろんな工夫をしてい
るうちに、読書が好きになり、図書館の利用回数も増えた。今後も就職活動をはじめ、「前向きさを大
切に進んでいく」ことが期待できる（表12参照）。
　学生２の場合、一年間の最大の収穫は「読書」と「コミュニケーション」だという。大きな声で本を「段
落読み」し、みんなと著者の意図や表現を分かち合う。そして、読書しながら、要点を抽出し、みんな
の前で堂々とプレゼンテーションをする。経験を重ねるうちに、自信がつくようになるという良いサイ
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表12　「わたしの基礎ゼミ　一年間の振り返り」の回答例（その１）
クルができたという（表13参照）。
６．結　び
　筆者に「共読」という言葉を教えてくださったのはセイゴオ先生であった。『松丸本舗主義：奇跡の本屋、
３年間の挑戦』の中に、次のような一節がある。
　「共読」とは、本を薦め合い、読み合い、評し合う読書形態のことで、一般的なリーディング・スタ
イルを自己完結型とするなら、「共読」は発展的循環型の読書である。「共読」によって情報は共有され、
交換される。情報を交換し合うことで、本と人がもともともっているインタラクティブな共読感覚を呼
び覚ます。
　かつて、セイゴオ先生の松丸本舗は、「共読社会」の最小モデルになっていた。筆者は2010年から
2012年の間、「セイゴオ式目次読書法」「本の贈りもの術」「三冊屋―日本数寄篇」などの読書ワークショッ
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表13　「わたしの基礎ゼミ　一年間の振り返り」の回答例（その２）
プを数回体験した。それ以来、基礎ゼミや特別研究の授業で、必ず『共読・多読』をテーマに読書ワー
クショップを行う。今までは図書館の本を利用していたが、今回は「学長教育改革助成金」を頂くこと
で、初めて学生が三冊屋になった時の喜びの笑顔を見ることができた。教員として、学生に知識やノウ
ハウを教えながら、学生の学び続ける力を引き出していく所存である。そして、何よりも学生の無限大
の可能性に期待したい。
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